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とやま住まいとまちづくり推進懇話会 

平成 26 年度 第 3回情報交換会 

「建築技術の行方」 

１．日 時 平成２７年３月２７日（金）午後１２時１５分から１５時００分 

２．場 所 富山電気ビルデイング ４階 ８号室

(富山市桜橋通り３番１号 TEL 076-432-4111) 

３．卓 話 

演題「職人アーカイブ事業で感じたこと」 

講師：林 芳宏 氏 

  富山県建築士会 副会長 

  空創建築計画事務所 代表 

ご経歴  

昭和 40 年 高岡市生まれ 

平成 ２年 福井大学工学部建築学科卒 

平成 ２年 コモン建築設計事務所 

平成 ５年 (有)建築科学研究所 

平成 15 年 空創建築計画事務所開設・代表 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

今日の情報交換会のテーマは「職人技術の行方」というこ

とだが、建築士会が取り組んでいる「建築職人アーカイブ

事業」について話題提供します。

事業名の下に英文で、Construction craftsman archiveと

しているが、craftsmanはmasterかもしれない。archive

は記録という意味です。

この事業を実施することにした趣旨は、

「富山県内各地にある様々な建築関連技術には地域性を

持った高度な技術があり、優れた伝承者がいるにも関わら

ず、建築生産現場における環境の変化のためにこれらの貴

重な技術は失われつつある。」という現状認識で、

「このことによって伝承者が技術を伝えることが困難に

なっている。そのため、これらの技術や伝承者を取り上げ、

どのような技術がどのような人によって伝承されてきた

かを調査し、これからの建築技術の手本とすると共に、後

世に伝えるための資料を作成し、広く県民や建築関係者へ

の啓蒙の資料とする。」

ということで、事業を始めるにあたり、いくつかのポイン

トを設定した。

1 富山県における建築職人の職域の状況についての調査

（どのような職種があり、どこまでの仕事を調査の範

囲とするのかを決める）

2 職人の年齢層と後継者（伝承者）についての調査

3 近代化に伴う変化に対応してきた職人の技術の記録に
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ついての整理

4 職人の記録を公表することで職人の存在意義について

広く県民へ啓発するための取材内容の精査と調査資料

の整理－これは、最終的に書籍化することを目指して

いる。

このポイントを押さえながら、事業をおこなってきた。

これまでの経緯は

平成 23年度

富山県建築士会 12支部（現在は一部の支部が合併し 9支

部となっている）へ取材すべき職人のリストアップを依頼

した。結果として 25 職種 106 名がリストアップされた。

次表

平成 24年度

建築士会の毎月送付資料建築情報ホットラインへ掲載し

始めた。

建築士会創立 60周年記念式典会場（富山国際会議場）に

てパネル展示。

また、建築士会内に特別委員会として建築職人アーカイブ

委員会を設置し、私はその委員を務めている。

平成 25年度

引き続き調査継続実施、ホットラインへの連載継続。

平成 26年度

取材最終年度となっている。

それでは、どのように調査をしているかというと、

1.調査対象者のリストアップ（支部ごと）

2.調査担当者の選定（支部ごとの調査だが、場合によって

は他支部が担当）

3.担当者から調査対象者へ事業の趣旨の説明と聞き取り

の承諾と調査日時の調整

4.担当者（2～3名）で調査

聞き取る内容を出来るだけ統一するために次のような

聞き取り項目を設定した様式により、録音機とデジタル

カメラを使用しての面談聞き取り

5.聞き取った内容をヒアリングノートにまとめ、その後に

文章化

6.作成した資料を調査対象職人へ提示し内容についての

正誤を確かめる

7.内容を精査した後に入稿（ただし、委員会でさらに編集

する場合もある）し、ホットラインに掲載

という過程を踏んで事業を行ってきた。

まず、調査の内容ですが、こんなヒアリングノートです。

細かいので、主なものは、

・仕事に就いた年令

・仕事をしていた期間

・誰に仕事を教えてもらったか・・・これは、個人的に興

味があった項目で、技能の系譜－大工であれば、何々流

とか何々派とか－があるのであれば、知りたいと考えた。

・一人前になるにはどれくらいかかったか、自立したのは

何歳か

・今までにどれくらいの仕事をしたのか、住宅なら何棟？

・仕事の範囲（仕事の前後の工種）

・道具や機械で、どんなものを何処で入手し、扱いの難し

いのは何だったか

・材料や消耗品について何処から入手し、その使い分けの

基準

・工法に関することや工事について

・なぜ職人になったか（この道にすすんだか）

・一番嬉しかったことや記憶に残る作品

・一番難しかったことや苦しかった事

・仕事で大切なこと
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・尊敬する人

・技術の変遷や工法の変化とその時にはどんな苦労があっ

たか

・変化したことが良かったかどうか

・施主（注文主）の変化

・自分以外の職種で記憶に残る人

・仲間の職人で昔のことをよく知っている人

・後輩や設計者に言いたいこと

などを聞いて記録した。

また、担当者が見聞きした職人のことや作業場の状況、道

具や機械類を見た感想などを書き込んだ。

聞いただけでは判らなかったことや、今後の調査に役立つ

情報もメモしてある。

このような取材結果をまとめて、デザインして、建築士会

創立 60 周年記念事業の会場で 16 名の分をパネル化して

展示した。

本日ご出席の当時建築士会の副会長だった堂田事務所協

会会長の尽力も大きかった。

これは、展示の状況

このパネルは好評で、職人さんにもたいへん喜ばれた。

なお、これを平成 25 年 10 月に実施された「住まい博富

山 130」の会場でも展示し、その後職人さんに差し上げた。

左は、建築士会の会員

向けの月報に連載し

ている「職人アーカイ

ブ」の例です。A4サ

イズで、

職種、お名前、顔写真、

ご経歴、そして、取材

内容に沿って、サブタ

イトルや写真を交え

て記事にしています。

印刷は白黒ですが、デ

ータはカラーで作っている。

現在までに 75名を取り上げ、連載してきました。

調査を続けながら、職人の全体像をまとめております。

これは昨年度末までのものですが、

職種別、地域別の取材した職人の分布と、系譜はお師匠さ

ん、修業期間、技術の変遷、後継者の有無などを整理して

います。

また、追加調査として、職人個人への調査以外に、業界団

体に対するヒアリングも実施してきました。

職人個人の歴史だけでなく、職能団体の歴史、流れを聞き

取ることで職人を取り巻く環境や技術の変遷、機械化の流

れなどを知ることができると考えたからです。

聞き取りした団体は次のとおりです。

・建築組合及び建築大工技能士会

・瓦工事業協同組合

職人アーカイブ No.

<  左官業・鏝絵師>
昭和１７年生れ ７２歳

中学卒業後、父のもとで左官業の修行に就い

たが、２１歳の時に父を亡くし、その後は山

田忠心氏に師事した。鏝絵の技術も学び、左

官業とともに竹内源造の鏝絵の修復も手掛

け、様々な文化財の壁の修復にも携わり現在

に至る。 （一般社団法人日本伝統職人技術

文化研究会会員）

石﨑  勝紀さん
お住まい 南砺市岩武新

「源造の仕事に学んで」

父のもとで修業に就く

中学に通う頃から父の仕事であった左官業の手伝いをしてい

た。小さいころから家業を継ぐ事を約束させられていたので、中

学卒業後に家業の三代目として父のもとで左官業に就いた。２１

歳の時に父が突然に亡くなり、工事途中の仕事を何件か引き継い

だが、まだ一人前ではなかったので父の仕事仲間だった山田忠心

さんにお願いして仕事を教えてもらった。

漆喰壁を塗る石﨑氏

山田さんについて

山田さんは鏝絵師としても有名な左

官職人の竹内源造のお弟子さんだっ

た。山田さんからは鏝絵の技術を学ん

だ。土蔵の妻面の上部に作る紋に「水」

と描く仕事も最初はうまくできなかっ

たが、教わったことで良くなった。２

３歳頃に山田さんが作った蔵に描かれ

た鏝絵を見てすごいと感じた。山田さんは昭和３０年頃の金沢城

の石川門の修復の責任者も務め、６年間にわたり金沢の職人を指

導して仕事をしたそうだ。冬場は京都や大阪へ出稼ぎに行ったそ

うだがそこで「富山出身ならば竹内源造は知っているか？」と聞

かれ「自分は弟子だ」と答えると驚かれたそうだ。県外では源造

は有名だったようだ。山田さんの仕事では若鶴酒造の本宅の蔵は

特に秀逸だ。自分はその蔵が永い間の経年変化で傷んだ部分の修

復もさせてもらった。

材料に関して

壁の材料となる土は栴檀山や婦中の山泥を専門の業者さんに

発注して手に入れていた。土は福野の寺家泥が良質と言われてい

た。現地の土をみて良ければ現地のものを使うこともあった。竹

やすすきやにごなわ（稲の穂の芯の部

分）麻縄、石灰、ふのりなどは材料屋

さんに発注している。それぞれ、現場

まで持ってきてくれた。ふのりは北海

道産が良い。他のものは安いが粘りが

でない。泥の調合は今でも工夫してい

る。

 にごなわと呼ばれる稲穂の芯

道具に関して

 半焼き、本焼き、油焼きの三種類の鏝があって、これがステ

ンレス製に変わったが、漆喰は鉄の鏝でないと塗れない。鏝は専

門のお店があって、そこで微妙な調整や新しい形の鏝も作ってく

れた。しかし、自分で道具を作ることもある。特に、梁通しとい

う鏝は梁の裏側を塗るための鏝だがこれを使った作業が難しか

った。

石﨑氏の道具箱

仕事の仕方について

左官の仕事はいろいろあるが、これまで、コンクリートの土間を

抑える仕事は断って来た。あくまでも壁を塗る仕事にこだわって来

た。

思い出に残る仕事

国宝となった瑞龍寺の修復工事、内山邸の修復工事、山町筋や金

屋町の民家の修復工事にも携わった。名越家の蔵に描かれた竹内源

造の龍の鏝絵を射水市の竹内源造記念館へ移設して修復した。この

記念館に展示された源造作品は全て自分が修復したことも思い出深

い。

石﨑氏が制作した龍の鏝絵

これからの左官仕事に

ついて

自分がやっているような

左官仕事を後世に残すには

文化財のような建物の修復

だけではだめだ。普通の建

物で仕事がないと後継者は

技術を習得できない。

石﨑氏が左官工事をした土蔵

（文：林  芳宏・写真：林  芳宏）
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・鉄筋業協同組合

・建具業協同組合

・造園組合

・表具師文化協会

・富山県鉄構工業協同組合

・富山県板金工業組合

・富山県左官事業協同組合

・富山県石工技能士会

・富山県畳組合連合会

・日本塗装工業会富山県支部

・富山県管工事業協同組合連合会

・富山電業協会

以上 14 団体です。まだ抜けているところもありますが、

団体のある職種をほぼカバーできました。

調査した内容をまとめています。ここでいくつかご紹介し

ますが、時間の関係で内容もかなり割愛しています。

一番人数の多い建築大工では、

・調査対象の方の年齢は 63 歳から 94 歳と幅は広いが高

齢者が多い。

・大工としての修行開始年齢は中学卒業後の 15歳が多く、

修業先は家族が多い。

・修業期間は他の業種に比べると比較的に長い。

・厳しい徒弟制度の中で技術を伝承していたことが伺える。

・地域の大工として信頼されて住宅をつくることが多かっ

たようだが主に住宅に携っている大工が社寺建築を作

ることもあったようだ。

・時期は不明だが機械化の波は仕事への取り組み方に大き

な変化をもたらした様子が伺える。

・皆さんよく言われたが、高度成長期が背景にあったため

か仕事は多くあったようである。

・個人として仕事を続けた方は後継者が少ないようだが、

法人化した方は後継者がいる。

・一方で、職業訓練校での指導などを通じて後進に技術の

継承を行った方もいる。

・皆さんが研究熱心で新しい技術についても熱心に取り組

んだようであるが昨今のプレカットへの対応について

は調査数が少なく、不明である 。

数は少ないが宮大工では

・氷見の大窪大工の系譜を受け継ぐ藤岡氏（氷見市）は氷

見を中心として能登羽咋などの近隣だけではなく京都

へも仕事に出かけるなどしている。

・田中氏（高岡市）の系譜は不明であったが、西岡常一氏

や中村外二氏などの高名な棟梁を尊敬するなど視野は

広い。宮大工は仕事の内容から使う道具も種類が多く、

道具へのこだわりも強いようだ。

板金

・修行開始年齢が 15歳という方が多く、修行期間も比較

的長い。

・松田氏（富山市）は独立後には大型の機械を導入して大

型物件を施工するなどして積極的に新しいことに取り

組んだようだ。

・中川氏（富山市）は若い時から文化財の修復に携わるな

ど、高い技術力を買われ、後進の指導にも熱心だ。

・土肥氏（黒部市）は休日を利用して高岡の佐野氏などに

師事し技術を磨いた。

・竹内氏（高岡市）は父に板金一般を教わりながら、先述

同様の佐野氏から銅板加工を教わった。重要文化財とな

った高岡の菅野家の軒樋や飾枡を作ったという。（佐野

氏の名前はいろんな所で聞いた。）

機械にも工夫をし、新しい工法も編み出したそうだ。後継

者には息子さんがいるそうだ。

建具

・伏木氏（砺波市）は小学校卒業後に住み込みで 7年間の

修行の後に独立し、事業の規模を大きくしたそうだ。機

械化もすすめ、後継者もあるようだ。

昭和の時代には国産材を使っていたがその後米ヒバや

スプルスへと変わったが最近又国産材の使用が増えた

そうだ。

・三木氏（高岡市）は中学卒業後に修業に入りこの道 45

年間切磋琢磨してきが、次から次へと新しい金物などが

でることに懸念を感じている。

・竹本氏（射水市）は高校卒業後から 50年間この仕事を

続け、機械化は積極的に行ってきたようだ。

かつては建築主から直接注文をうけることもあったが、

今は工務店からの注文がほとんど。最近はドアも既成品

を使う住宅が増え、仕事も減ってきているそうだ。

・山本氏（立山町）は 16歳で修行に入り 6年間の修業の

後に独立 74歳の今も現役だそうだ。

建具製作もコンピュータの時代になり、職人としてこれ
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からのものづくりに挑戦したいとのこと。後述の小杉氏

の技術の高さを評価されていた。

・小杉氏（入善町）は高校卒業後にこの道に入り 7年の修

業の後に独立。独立後に富山県建具展示会で同業者の作

品をみて薫陶を受け、自分の腕を磨くために県外への修

行へ出かけるなどして更なる技術の高みを目指したと

いう。

調査から明らかになったのはこのような内容である。

まとめ

■富山県における建築職人の職域についてまとめると

H26 年度までに、まだカバーしていない職域もあるが、

以下の 25職種の 75人の職人を調査した。

建築大工、宮大工 、木挽、製材、銘木、鋸の目立て 、

漆塗り、古代色塗、トントン葺き、瓦 、建築板金工、錺

金物 、木彫、 左官工、 建具製作工、 タイル工、畳製作

工、 型枠大工、 鉄骨加工 、アルミ加工、 石工、 造園、

曳家工、コンクリート杭打設、 配管工などへの取材を行

った。

■職人の年齢層と後継者（伝承者）についてのまとめ

全般的に後継者は少ないが、大工、建具などの職種のなか

で法人化した場合は後継者が確保されているようだ。

型枠大工や鉄骨加工ではCAD化されたために後継者がい

るようだ。

また、全般的に機械化を積極的に進めた業種は後継者が確

保しやすいようだが、大規模に機械化したにもかかわらず、

後継者がいないケースも見受けられた。

■近代化に伴う変化に対応してきた職人の技術の記録に

ついての整理として、業界団体への聞き取りも含めて考察

したところ、以下のように考えられる。

・基本にある伝統技術や先人から受け継いだ技術の上に機

械化や新しい技術・工法の普及に対応してきた。

しかしながら、それですら追いつかない価値観の変化や技

術の進化によって途絶えつつある技術が多いようだ。

感想になるが

・徒弟制度によって守られてきた側面を持つ職人の技術は

戦後の急激な機械化・生産性の向上や経済性優先の価値観

のなかにあっても柔軟に対応して進化してきた。

しかしながら、更なる技術革新や社会構造の変化に対応し

きれない職種も現れてきた。

となると、文化財の修復といったような特殊な場合でしか

職人技術を活かす仕事はなくなるのか？

暮らし方の変化によって建築技術が変化し、職人の技術を

発揮する場面が減っているのだとすれば、社会全体で今後

の建築技術のあり方の先にある「住まい方、景観、歴史性、

地域性」について考えていかなければいけないのではない

か。

北陸新幹線が開通した今こそ、より富山らしいものを作っ

ていきたいと思った。

自身が設計者として、職人技術を活用した設計を行うこと

とをさらに意識していきたい。それは建築コストをコント

ロールするという課題でもある。この難題に取り組んで行

くことでより良い建築となれば良いと思っている。

聞き取りで、何人もの職人さんが「まだ修行中であるので

これまでで一番良い仕事はなにかと聞かれても答えられ

ない」という方が多かったのが印象的であった。

今後の展望

建築職人アーカイブをとりまとめ、書籍化することで建築

界だけでなく、広く県民に建築技術のあり方を共に考えて

もらい、これからの建築生産の仕組みについて考えるため

の資料とし、これからの職人のための指南書としても活用

されるようにしたい。

さらに、職域ごとに他の業種の職人の今後についても参考

になればと考える。

課題として

・建築業界全体として今後、職人技術の継承や発展、人材

育成のためにどのような取り組みを行っていけばよいの

か。

・今回の調査結果を広く県民へ周知するためにはどのよう

な方法がよいのか。

・今後の建築生産のあり方について多くの議論をしていか

なければいけないのではないか。

ということが残された課題だと思っている。

以上 ご清聴ありがとうございました。

－以上－


